
叛の興奮性接合部電位｡第5回日本動物生理

学会 (1983)0

3)林 基治 ･大島 清 .'ニワトT)歴の脳内Sub-

stanceP,Somatostationの個体発生.第7

回神経科学学術乗会 (1983)｡

4)林 基冶 :ニワト1)歴末梢神経節における神

経ペプチド類の個体発生｡東京都立神経科学

研究所セミナー(1983)0

5)野崎真澄 ･大島 清 .'雌ニホンザルの生殖 .)

ズムの季節的変化｡第54回日本動物学会大会

(松山)｡動物学雑誌92,589.

生化学研究部門

高橋健治･竹中 修 ･景山 節･中村 伸･

浅岡一雄1)

研究 概要

1) カルボキシルプロテアーゼの分子進化に関

する研究

高橋健治

数班生物起源の酵素の一次構造の比較解析を進

めた｡

2)iB長狭の組紙プロテアーゼの性状と生理的

役割に関する研究

平尾哲=2)･高橋健治

ニホン'iT･ル脳よりCa2+依存中性プロテアーゼを

WL糾し.各種神経ペプチドへの作用特異性を調べ

た｡
8)班長奴の組織カテプシンDの性状と生理的

役割に関する研究

丹治雅#.景山 節 .高低陸冶

前年度にひき続き.ニホンザル骨格筋カテプシ

ンDの相製と性状解析を行った｡

4)ペプシノーゲン生合成前駆体の性状に閑す

る研究

市原慶#.高相蝕治

シグナル配列の一次構造の比較解析を行った｡

5) カニクイザルヘモグロビンの構造

竹中亮子5･)竹中 修 .高橋健治

カニクイザルのヘモグロビンについて,新しく

2成分が既知の8成分と同程度の鋭度で存在する

1)教務員 2)研修員 3)大学院生

4)研修員 5)研修員

ことを見出し構造解析を進めている｡これらの分

子種間の構造変異は2-4塩基置換を伴うものと

推定され.変異は小さくないと思われる｡

6)霊長類白血球表面抗原について

村山裕JJ竹中 修 ･高橋位治

ヒトの白血球サブセット識別用のLeuシリーズ

等12種のモノクローナル抗体を25種の霊長美削こ応

用し,ヒト白血球表面抗原の起源について調べた｡

原猿類 (DR),マ-モセット科 (DR,5),

オマキザル科 (DR,5,ある種で3,ll),オ

ナガザル科 (DR,5,2,ll)と表面抗原が大

きな分類群で段階的に出現する｡

7)下北のサルの捕獲調査

竹中 修

下北の捕撞調査に従事し血液性状を調べた｡

8)霊長類のペプシノーゲンとペプシンの構造

と機能に関する研究

景山 仰 ･高橋蝕冶

ニホンザルペプシノーゲンのC成分 (プロガス

トリクシン)について一次構造決定を進めた｡既

に決定したA成分と大きな違いが見られ,両成分

の分子進化上の分岐は相当古いことが推定された｡

また両成分の活性化反応の違いなど,酵素学的な

面での差と､その生理的意義を追究している｡

9)RIAによるペプシノーゲンの定立に関す

る研究7)

景山 節 ･高橋鎚拾

ヒト血清ペプシノーゲン値と詰疾患との関係,

またマカク屈サルのペプシノーゲンの近縁関係を

RI法を用いて検討している｡

10)霊長類の分子系統と進化

中村 仲

フィブ1)ノペプチドを分子指槙としてヒヒ斑(

マント.アヌビス.ゲラダ,ドリル,マンドリル)

の簸縁関係と種分化の道筋を追究している8.)また.

血中蛋白質の免疫化学的特性 (抗原性 )を種間比

較し,それを基に詔長頬の系統関係を検討しつつ

ぁる3)

ll)雷長類の止血 ･免疫機構

中村 伸

6)大学院生

7)三木一正(東大 ･医),降旗千恵 (東大 ･
医科研 )らとの共同研究｡

8)竹中 修,高橋健治らの協力による｡

9)堤 堅 (愛知県警･科捜研)との共同研究｡
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ニホンザル白血球スロンポプラスチン くT

F)の新生機序及び謁感度測定法を明らかにした｡

また,免疫系と凝固系が白血球TFを介して強く

迎飢していること｡三引こ,TFは巾球 (M〆)-
Tリンパ球悶相互作用(細胞性免蛇皮応)の脚折

に好適なprobcであること等を兄い出した｡

12)詔技研の苑物代射酔窮に関する研究

践岡一雄,高t.T5位治

ニホンザル各位臓器におけるニトロフラン化合

物の代謝的活性化系酵素(DT-ジアホラーゼ)

の活性分布.性差および薬物誘導性を種ぺ,種属

zi差のあることを兄いだした｡代謝的不活性化酵素

(グルタチオンS-転移酔素)のヒト,サル白血

球および各種培韮株における存在を調べた｡年肝

酢窮を用いて本酵素の構造解析を行った｡サル白

血球における解巧酵素ミニロパーオキシダーゼの

動態を感染防御能の面から研死した10)

総 鋭

1)高橋位治(1983):ペプシノーゲンの活性化

機構,化学と生物21,7糾-765.

2)高橋位治(1984):分子進化からみたホミニ

ゼ-ション- ヒトおよび放入校の系統と進

化,生物科学36,27-33.

論 文

1)S.Nakayama,Y.Nagashima,M.Hoshi･

no,A.Moriyama,K.Taknhashi,T.Wa･

tanabe& M.Yoshida(1983):Stuructual

StudyontheActiveSiteofPorcinePep-

sinandRhizoL,uscfn'nensisAcidPro･

tease･ Spin Labeling byDiazoketone

Reagents.J.Biochem.93,1297-1304.

2)a Hara,Y.Ichihara& K.Takahashi(19

83):PurificationandCharacteizationof

aCalcium-ActivatedNeutralProtease

from MonkeyCardiacMuscle. ∫.Bio･
chem.93,1435-1445.

3)K.Sogawa,Y.Fujii-Kuriyama,Y.Mi･

zuknmi ,Y･Ichihara& K.Takahashi(19

83):PrimaryStructureofHumanPep-

sinogenGene.J.Biol.Chem.258,5306-

5311.

10)鈴木和男(放彫研)らとの共同研究｡
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4)T･Hirao,K.Hara &K.TakallaShi(19

83):DegradationofNeuropeptidesby

Calcium-ActivatedNeutralProtease.∫.
Biochem.94,2071-2074.

5)T･Hirao,K･Hara& K.Takahashi(1984)
:PuriEicationandCharacterizationof

Cathepsin B from Monkey Skeletal

Muscle.J.Biochem.95,871-879.

6)T.Nam ikawa,0.Takenakn & K.Taknha-

shi(1983):HemoglobinBali(Bovine):

pA18(Bl)Lys-His.Oneofthe-mi-

ssinglinksHbetweenβA andβBofdo一

mesticcattleexistsintheBalicattle(

Bovinae･,Bos banteng).Biochem.Ge-

net.21,787-796.

7) M oriyama,A.,T.KageyamaandK.Ta-

kahashi(1983):ldcntiEicationofmonkey

lungprocathepsinD-:asapepsinogen

-C1likeacidprotcaseヱymOgen.Eur.

J.Biochem.132,687-692.

8)Kagcyama,T.,A.MoriyamaandK.Ta･

knhashi(1983):Purification and Cha･

racterizationofPepsinogensandPep-

sinsfrom AsiaticBlackBear,andAmi･

noAcidSequenceDeterminationofthe

NH2- Terminal60ResiduesoftheMa･

jorPepsinogen.J.Biochem.94,1557-

1563.

9)張 Ft明,三木一正.降放千恋.取 Ll 節,

一桁雅夫,丹羽究文,岡 博,松白衣治郎,

高橋健治(1983):ガストリン筋注刺激によ

る血清groupIおよびⅢペプシノーゲン(P

GIおよびPGⅡ)債の変動｡日本消化器病

学会誌,80,1439.

10)三木一正,一桁雅夫,降旗千.TTL_E..景山 節,

丹羽弔文,岡 fQ,松瓜泰次郎,高橋健治

(198):血桁GroupIおよびⅡペプシノー

ゲン(PGIおよびⅠ)値と胃損坊の胃内発

生部位との関係｡日本消化器病学会誌,80.
1726-1730.

ll)粥 F(明,三木一正,降旗千恵,景山 節,

-瀬雅夫,丹羽寛文,岡 博,松島泰次郎.

高橋砕治(1983):血清ペプシノーゲン各成

分値と胃液酸･ペプシン分泌各成分丑との相

関に関する検討｡日本消化器病学会誌.80.



2195-2201,

12)Tanaka,Y.,Y.Tsunogae,Y.Hayakawa,

Ⅰ.Tanaka,T.Yamane,T.Ashida,C.

Ishikawa,K.Watanabe,S.Nakamura,

andK.Takal1aShi(1983):Preliminary

CrystallographicStudyofBowman-Bi一k

Proteaselnhibitor(AdzukiBean )and

ltsComplexwithTrypsin･∫.Biochem.

94,611-613.

13)Shishikura,F.,S.Nakam ura,A.Takaha･

shi,andK.Sekiguchi(1983):Coagulo･

gensfromFourLivingSpeciesofHorse-

shoeCrabs(Limulidae):Comparison
ofTheirBiochemicalandlmmunoche･

micalProperties.∫.Biodlem.94,1279

-1287.

14)Nakamura,S.,0,Takenakn,andKTat

kal1aShi(1983):FibrinopeptidesAand

BofBaboons(Papioanubis,PaLn'oha-

madryas,and77zeroLnltfwmsgelada):

TheirAminoAcidSequencesandEvo-

1utionaryRatesandaMolecularPyhlo･

genyfor山eBaboons.∫.Biochem.94,
1973-1978.

15)Tsutsumi,H,.M.Sato,Y.Katsumata,

K.Sato,S.Yada,andS.Nakam ura(19

84):TheSpecificityofAnti-Human

FibrinogenSerum StudiedbyIndirect

HemagglutinationInhibitionTest.Acta

Crim.Japn.50,1-6.

16)As aoka,K.& K.Takahashi(1983):Puri-

ficationandPropertiesofPorcineBrain

GlutathioneS-Transferases.J,Biochem.

94,1191-1199.

17)Asaoka,K.& K.T血 hashi(1983):A

ColorimetricAssayofGlutathioneS-

TransferasesUsing0-Dinitrobenzene

asaSubstrate.∫.Bi∝hem.94,1685-16

88.

18) Asaoka,K.(1984):AlLinityPurification

andCharacterizationofGlutathioneS-

Transferasesfrom BovineLiver.∫.Bio･

chem.95,685-696.

学会発表

1)高橋健治,十川和博,藤井義明,水上 詔.

市原庄和(1983):ペプシノーゲン遺伝子｡

第21回日本医学会総会,大阪｡

2)平尾哲二,原 意,高橋佐治(1988):サル

骨格筋カテプシンBの精製とその性質｡第56

会日本生化学会大会.福岡｡

3)丹治雅夫,景山 節,高橋佐治(1983):ニ

ホンザル骨格筋からの CathepsinDの絹製

とその性質｡第56回日本生化学会大会,福岡｡

4)市原慶和,大内慶子,鵜飼昌訓,高橋鮎冶

(1983):コウシプレプロキモシンの同定と

そのシグナル配列の一次構造O苅56回日本生

化学会大会,福岡｡

5)竹中晃子,竹中 修,高橋健治(1983):カニ

クイザル･ヘモグロビンの新成分｡荊56回日

本生化学会.福岡｡

6)右田 鼠 三宅俊男,竹中 修,榊 任之(19

83):ヒト反復配列 KpnIfamily(Hind

Ⅱfamily)の増幅と進化｡第56回日本生化

学会,福岡｡

7)竹中 修,竹中晃子,高橋位治,川本 芳,

野浮 謙 (1983):カニクイザルのヘモグロ

ビン｡第37回日本人頬学会,松本｡

8)石田貴文,金子隆一,和 秀雄,竹中 修,

山本興太郎(1983):ニホンザ/レ柴団にみるヒト

成人T細胞白血病ウイルス(ATLV)の血

清疫学的検索｡第37回El本人拭学.松本｡

9)竹中 惨(1984):ニホンザル血枚の鉛,カド

ミウム分析による日本の環境の評価｡邦28回

プリマーテス研究会｡

10)景山 節,高橋鯉治 (1983):ニホンザル

ペプシノーゲンの全｢次構造.第56回日本生

化学会大会,福岡｡

ll)小祝 修,景山 節,中村曹武,吉田松年,.

高橋健治(1983):ターミナルトランフェラ

ーゼ遺伝子のクローニング｡邦56回日本生化

学会大会,福岡｡

12)藤村克也,宮崎正造,景山 臥 高橋雄治 (

1983):酵母ペプチド鎖延長因子EF-1a

の部分構造｡第56回日本生化学会大会,福岡｡

13)景山 節,高橋健治(1983):ペプシノーゲ

ンの一次構造とペプシンへの活性化殴隅｡邦

42回日本生化学会中部支部例会,名古屋｡

14)中村 伸.高橋健治(1983):ニホンザル白
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血球のエンドトキシン応答 :紐抱スロンポプ

ラチチン(耶D因子 )の新生と凝間冗進｡邦

56回日本生化学会,生化学,55(8). 592.

15)Ffl村 仲.竹rfl 修,花柄触沿(1984):如

拙スロンポプラスチン:花感度Itll定法及び白

血球系での産生機序｡耶42回日本生化学会中

部支部例会.抄録.pp.12

16)中村 伸,竹中 修.高橋健治(1盟4):エ

ンドトキシン及び関連誘申体による白血球

tissuefactor(血液凝固第3因子 )の新生｡

El本木学会節104年会,要旨集,pp.4350

17)堤 粥,勝又屯直,中村 仲(1984):詔長

軌及び近縁種の法医疫免学的研究一抗ヒト血

fFJに対する血祭抗原性の柾問比較-｡郡28回

プ')マーテス研究会,抄録.pp.24.

18)践岡一雄.前橋蝕拾(1983):ウシ肝戯グル

タチオンS-トランスフェラーゼの一次梢芯

解析｡邦56回El本生化学会大会.福岡｡

19)笹川澄子,鈴木和男,藤か敏夫,践岡一雄.

高橋健治(1983):詔長旅柾間における感染

防御能の差只 :多形核白血球の走行性ペプチ

ドに対する感受性｡節104年会日本薬学会大

会,仙台｡

系 統研 究 部 門

江原昭善･野上裕生･相見 満･甑戸口烈司･

松本 貢1)

研究概要

1)雷長類各分析群の比較形儒学的研究

江原昭善

1. ヒトおよび詔良剤の下顎骨の楼能的

･形態学的研究

2. ヒトおよび霊長類各分類群における

頭蓋底部の形頂とpostureの関連

2)ケニアおよびエチオピアにおける化石詔長

類および化石人類の研究

江原昭葬 ･木下 突

3)栄転地方先史追跡出土人竹･動物付の研究

江原昭酋･相見 弼 ･松本 i'i･木下 宍

4)宋栃洞岱追跡の人斯学的･先史学的研究

江原昭羊 ･相見 約 ･松本 六 ･本下 火

1)研修員
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5)硬紐孤の形ほ学的研死

野上裕生

6)スマトラにおける耶四紀地史の研兜

野上裕生

7) ジャワf:Lfこおける那四紀仰乳爪の研究.

相見 FIHi

8)スマトラにおける詔長頬の形態学的研究

相見 満･松木 11
9)邦三紀食虫類･原拭および有袋輔の研死

瀬戸口烈司

1.南米出土化石について

瀬戸口烈司･名取六人

2.南アメリカ大陸とヨーロッパ大陸出

土の耶三紀企虫如化石の対比

総 祝

1)江原旧葬(1983):人mの塩狩とアフ1)カ｡

アフI)カ･ハンドブック,松本式治監修,栄

山･伊谷嗣｡

2)野上裕生(1983):広界泣類の歯について-

そのエナメル質を調べる-,モンキー 188:

11-15.
3)瀬戸口烈司(1983):｢サルの墓場｣の発見

一古生物学調査をささえるもの,季刊人類学

14-2:191-224｡

4)瀬戸口烈司(1983):岐縄の進化史的意味,

歯界展望 62-4:649-6580
5)抑戸口列司(1983):雨氷で ｢サルのf3;切｣

を見つける-コロンビアでの古生物学調光か

ら-,モンキー 188:6-loo

6)瀬戸口烈司(1983-4):食虫頬から詔技研ま

で,モンキー(その1)188:24-27.(そ

の2)189･190:62-65,(その3)191･

192:46-49｡

論 文

1)江原旧告 :ゲーテ的形惜学を超えて一諏訪紀

夫 ｢柄FI!形態学原論｣を評して｡モルフォロ

ギア｡ゲーテと自然科学特柴,第5号,ナカ

ニシア出版｡

2)Nogami,Y.& M.Yoneda(1983):Struc-

turalPatternsofEnamelintheSuper-

familyCeboidea,Primates,24-4:567-

575.


